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4つの要素によって多彩な空間を表現し、まちの特徴・活動場所を視覚化する。
のれんの作成により「繊維業とまち」「住民とまち」が編み込まれてゆく。

場所に応じたのれん

都市への関心が薄い人々
企業による「広告のれん」づくり WSによる「ヤタイ」「ミニのれん」

誰でも簡単に空地を使えるルールができる。
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ⅰ．街の空白を支える基盤づくり

　　繊維の歴史を契機に企業と船場げんきの会が
　　繋がり住民が参加できるまちづくりへと続く。

ⅱ．街の空白発見イベント

 　　イベントに向け、船場げんきの会と空白所
　　有者が繋がり、これまでの歴史ある空白が
　　世紀を超え繋がり、使われる。

ⅲ．使われ始める空白 ⅳ．自由な使用と新たな活動の萌芽

!

空白所有者との関係づくり・
空白を使うきっかけとなる

使い勝手の悪い空間が、人に使われ評価される制度 (SBmap)
によってハード整備が進んでいく。

CAFE×Yogibo
Yogibo専門店が活用されていないまちの
空白を見つけ、カフェ前で実験を行う。
新たなYogibo締結店となる。

musician×musician
楽器が得意なメンバーに歌声自慢
やダンサーが飛び入り参加。趣味
をきっかけを新たな人たちが出会う。

C A F E

誰でもシンプルに使えるため、空地をWeb上で
オープンデータ化。空白を利用する際、ネットで
利用予約が可能で、利用後に空間に関する口コミ
を行う。逆に、空白所有者が利用者を評価するこ
とができ、利用者と貸し手が互いに評価を行うこ
とでより良い空間の使いかたへと導かれる。

ヤタイとミニのれん

SBmap
(Space Blank Semba map)

人々の関心を都市・空白に向けるアイテムとして
のれん・ヤタイを用いる。かつての木材業や繊維
業等、古くから船場に息づく生業を活かし、人々
の活動の拠点を住民、企業自らの手で作り上げる。

3．マネジメント

自由に都市を使う人々
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申請
占用料 1000 円 / 日
ヤタイ代 500 円 / 日
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モノづくり関係図 街の空白の利用
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船場げんきの会を中心として、「ここで活動するための基盤のモノづくり」と「街の空白を誰でもいつで
も簡単に使えるような仕組みづくり」を進める。

■関係図

公開空地 船場後退線 スキマ

営利目的の利用も申請を行い必要に応じて使用料を払うことで可能とする。
ただし、空白所有建物が営利目的の利用を行う場合は無料とする。

既存

まちの空白

新ルール

歩行者の通行と利用が
可能（非営利のみ） 歩行者空間の確保 民有地や形状の問題か

ら占用不可

■街の空白使用ルールの改正

■まちの空白使用の料金・所有者のメリットについて

構築された空白所有者との関係により
誰もが「まちの空白」にアクセスしやすくなる

オンラインサイト SBmap ができる

ヨガやランチなどの日常の延長と
なるイベントが開催される

船場と人・人と人が編み込まれ新たな活動は生まれ続ける。構築した関係やアイテムにより空白は更に使い
やすい場所となり好循環を生み出す。

資金調達

より良い評価を目指す新たな空間の創出や
整備が地図に反映

〇建物利用者
・企業がモニターを行える
・自社商品をアピールできる
・社員の福利厚生の向上
　→屋外空間の利用
　　社員食堂業者との提携
・１F店舗のオープンカフェ化は無料
〇オーナー
・占用料の 20％が入る

0円

非営利目的営利

CAFE

建物利用者・オーナー1日 1000 円＋売り上げの 3％
（既存の店舗の
オープンカフェ化は 0円）

江戸時代は三井越後呉服店をは
じめ、様々な商店がのれんを連
ね、その後も繊維問屋の存在を
背景に、繊維工業都市としての
地位を固め、発展していく。

豊臣秀吉により造られた碁盤の
目のまちには太閤下水が通され、
これが町の境に。この下水は各
町内の町衆によって管理され、
コミュニティが形成されていた。
現在も街の「 間」として空間
だけが残されている。

1939 年、延べ床面積の増加と、
歩行者空間の確保のために行わ
れた船場後退線。実際は後退の
有無による壁面線の不一致や個
人の物が置かれ、公共性が失わ
れている。

戦後の総合設計制度では、建物
足元に公開空地を設けると、容
積率を上げることができる。し
かし、容積率につられてできた
空間は人のための場所となって
いない。

船場の建物と空地の図と地を反
転させると、建てづまった中に
太閤路地、船場後退線、公開空
地の世紀を超えた多くの「空白」
が隠れていることが分かる。

　

井戸端ワインバー ヤタイワークショップ

出張社員食堂（左）
フラワーアート体験（右）

左は船場の店舗が会社と契約して、空地に出張で社員食堂を出
している。右は園芸センターがフラワーアート体験を行い企業
イメージ向上を図っている。
通りで同じ色の暖 をかけることにより、視覚的に通りらしさ
を演出する。

近隣住民がそれぞれお気に入りのワインを持ち寄り、
おしゃべりとお酒を楽しむ。

「街の空白」で使うヤタイを通りがかりの人を巻き込み、
ヤタイを製作するワークショップを行う。


